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　高齢化の進行，都市形態や生活形態の多様化に伴い，複雑に変化する災害や救急需
要の増大に対応するため，各種災害に迅速的確に対応できる消防救助活動体制と救命
効果の向上を目指した救急救命体制の充実を図るとともに，火災の防止及び被害の軽
減に向けた火災予防対策の充実に努めるなど，安心して暮らせるまちを目指して，市
民と連携しながら，総合的な消防・救急対策に取り組んでいる。
　平成２４年度は，消防ポンプ自動車１台及び資機材搬送車を含む消防車両１０台を更新
整備するとともに，東日本大震災の教訓を踏まえ船外機付き救命ボートや放射線個人
線量計などの整備を行った。また，消防救急無線デジタル化に向けた実施設計や衛星
通信システムを固定式から可搬式に更新し機動性を確保するなど，消防通信体制の充
実を図った。
　救急業務については，吉田分遣隊の救急車を高規格救急車に更新し，救急救命士に
よる運用を開始するとともに，全ての高規格救急車の総合観察装置にカプノ機能を設
けた。併せて，救急救命士の技術向上や「気管挿管」及び「薬剤投与」が実施できる
救急救命士の養成のため，病院実習等を行ったほか，市民に対して，ＡＥＤの使用法
を含む救命講習の実施に努めるなど，救急救命体制の充実を図った。
　また，「安心安全マイホーム推進事業」では住宅用火災警報器維持管理に関するチ
ラシの配布を行い，火災予防対策の推進に努めた。
１　消防力
敢　人員・車輌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）

柑　人員・車輌等内訳　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）

桓　消防水利　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在） 

－ ２９７ －

消
　
　
防
（
１
消
防
力
）

消　　　　　防

通　信　施　設台消 防 車 両 等人消 防 職 員
１式
１式
１式
１式
１式
１式
１式
１式
１式

消防緊急通信指令システム
無 線 設 備
緊 急 通 報 シ ス テ ム
聴覚障害者用ファックス
支 援 情 報 シ ス テ ム
災 害 状 況 案 内 装 置
安心ネットワーク１１９システム
メ ー ル１１９シ ス テ ム
位 置 情 報 通 知 シ ス テ ム

２２
４
２
２
１
３
２
１
３
２
１
２
２１
４
２０
１４

水槽付消防ポンプ車
消 防 ポ ン プ 車
は し ご 車
屈 折 は し ご 車
高 所 放 水 塔 車
化 学 車
泡 原 液 搬 送 車
水 源 車
救 助 工 作 車
照 明 電 源 車
支 援 車
資 機 材 搬 送 車
ミニ消防車・防災車
指 揮 車
救 急 車
そ の 他

１
３
２１
２９
３７

１０９（１）
１０７（５）
１７９
３

消防局長（正監）
消 防 監
消 防 司 令 長
消 防 司 令
消 防 司 令 補
消 防 士 長
消 防 副 士 長
消 防 士
そ の 他 の 職 員

※（　）内の数字は再
任用職員の数で外数

１０４合　　　計４８９合　　　計

配　　置　　車　　両消　　防　　職　　員
　ポンプ車・はしご車・救急車　　その他の
　他　緊急自動車　　　　　　　　車　　両
　消防署　９７台　　　　　　　　　　　　７台
　消防団　８８台　　　　（小型ポンプ）　７５台

現員数　４８９人

うち消防吏員　４８６人
定数　４９４人

消防（署）ポンプ自動車１台に対する
　人　口　 …………………………… １７，３１１人　
　世　帯　 …………………………… ７，６８７世帯　
　面　積　 ……………………………… １５．６３挨　

消防職員１人に対する
　人　口　 ……………………………… １，２３９人　
　世　帯　 ……………………………… ５５０世帯　
　面　積　 ……………………………… １．１２挨　

（ （ ））

９２８　
（４０逢以上５２８　４０逢未満４００）防 火 水 槽６，６６４消 火 栓



棺　職員並びに車両配置状況　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）

２　活動状況
敢　最近５カ年の火災状況

柑　原因別出火件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２４年中） 
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車　　両　　配　　置
職員区　　　分

計その他救急車化学車高　　所
放水塔車

はしご車
（屈折式含む）

救　助
工作車ポンプ車水 槽 付

ポンプ車
４９４定 数

合計
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２２１１警 防 課
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庶 務 係
警防第一係
警防第二係
予防指導係
中 央 本 署
南 林 寺
名 山
上 町
吉 野
吉 田
甲 南
桜 島 東
桜 島 西
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央
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庶 務 係
警防第一係
警防第二係
予防指導係
西 本 署
伊 敷
明 和
田 上
松 元
郡 山
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消
防
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１２
２０
１２
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庶 務 係
警防第一係
警防第二係
予防指導係
南 本 署
谷 山
谷 山 北
脇 田
郡 元
喜 入

南
消
防
署

※職員（　）内の数字は再任用職員の数で外数

２４２３２２２１２０年区　分
１３４１３６１３０１３５１２５建 物

出
火
件
数

０１０２０林 野
１７１９１４２３２３船 舶 ・ 車 両
４６５９３９８９５８そ の 他
１９７２１５１８３２４９２０６計
１３６１２４１７９１４６１１５り 災 世 帯

り
災
状
況

３３０２７２３５３３４３２４５り 災 人 員
４３３６２９３９３８焼 損 棟 数（ 全 半 焼 ）

３，９８１３，２２６３，３１１３，００９２，８６０建 物 焼 損 床 面 積 （ ㎡ ）
０００２４９０林 野 焼 損 面 積　 （ ａ ）

２０９，８５８２１９，６８９１６３，４２４１５３，２５０１７１，６５６損　害　額（千円）

件数原　　因　　別件数原　　因　　別
４風 呂 か ま ど３７こ ん ろ
２排 気 管３１電 気 関 係
２溶 接 機 ・ 切 断 機３０放 火 ・ 放 火 の 疑 い
２マ ッ チ ・ ラ イ タ ー２２た き 火
２７そ の 他１７た ば こ
９不 明８火 あ そ び

１９７計６ス ト ー ブ



桓　予防査察件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２４年度）

棺　救急活動状況

救急車１５台（うち救急救命士運用隊１２台）　非常用救急車５台（平成２５．４．１現在）
南林寺１台，上町１台，吉野１台，吉田１台，甲南１台，桜島東１台，

配置箇所　桜島西１台，西本署１台，伊敷１台，松元１台，郡山１台，南本署１台，
谷山北１台，郡元１台，喜入１台
（非常用：中央本署１台，吉野１台，甲南１台，谷山北１台，喜入１台）

救急隊員　９０名
活動状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２４年中）

３　防災対策
敢　警防対策

　建築物の構造，地理水利の状況，消火・延焼・人命危険等の各要素を消防的見地か
ら総合的に判断し，火災が発生した場合に人命危険が高く，また，消防活動上困難が
予想される地域等について，毎年１回以上の現場調査を行い，予防査察や警防訓練を
行うとともに，防火指導を実施して住民の防火意識の高揚を図っている。

－ ２９９ －

消
　
　
防
（
２
活
動
状
況
・
３
防
災
対
策
）

停車場等浴場等
美術館

図書館等
学 校

幼稚園
福祉施設
病院等

共 同

住宅等

ホテル

旅館等

マーケット

百貨店等

飲食店
遊技場
キャバレー等

集会場

興業場等

対象物

区分

９４０１７２０３１，００１５，４８５１０２６４０４１０２５０対象物数

２２６１７７１４９６３２，２４６１９９３６５２８７２０７査察延数

２２６５１００３５１９６４０１９５５７７０８２査察率（％）

計
危険物

関 係
アーケード文化財

複 合 用 途事業所

その他

倉 庫

駐車場等

工 場

作業場等
神社教会
等

対象物

区分 ロイ

１８，２７５１，２４３１４４３，４９１２，１５０１，２６６８５４９８３１１３対象物数

１０，４０２１，０００５５１，０９７１，３７９７４１５６１５３０５８査察延数

５７８０３５１２５３１６４５８６５５４５１査察率（％）

兼
献
牽
献
献
験

券
献
献
献
献
鹸

搬　　送　　人　　員搬送件数出場件数区分
事故種別 女男計

１７１３３０２３１２７火 災
００００１自 然 災 害
５１１１６１５２１水 難

９３９１，２６５２，２０４２，０６６２，２９９交 通 事 故
２６１２５１５１１５０１５４労 働 災 害
２７１１０１３７１３５１３５運 動 競 技

１，６７７１，３３９３，０１６３，００５３，２６３一 般 負 傷
４６６２１０８１０３１２３加 害
１４２７９２２１２２２３１５自 損 行 為

６，７７１６，６８３１３，４５４１３，４３６１４，６６０急 病
１，８７７１，７６３３，６４０３，６３２４，２１９そ の 他
１１，５２７１１，４５０２２，９７７２２，７８７２５，３１７合 計



柑　中高層建築物対策

　中高層建築物に対する消防体制として，はしご車４台と高所放水塔車１台を三署に
配備している。また，建築設計のときから安全避難及び救助その他の消防活動等を有
効に確保するための指導を行うとともに，定期的に中高層建築物調査や警防査察を実
施し建物の状況把握に努めている。さらに，消防総合訓練研修センターの高所訓練塔
や実地の建物を使用して伸梯訓練や救助訓練等を行うとともに，はしご車等を配置し
ている各署の隊員に対し，はしご車等要員研修を行い，隊員の能力向上を図ってい
る。

　４階以上の建築物状況　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）

桓　危険物火災対策

　危険物火災対策として化学消防車３台，高所放水塔車１台，泡原液搬送車２台，資
機材搬送車２台と泡放射器材を装備した車両２６台の計３４台があり，泡原液の保有量は
５９．１６旭である。災害規模の大きな非常事態の場合，消防相互応援協定等に基づき，
化学消防車および泡原液等を集結させる。これらの危険物施設に対しては積極的に消
防演習や訓練を実施するとともに，定期的に消火薬剤の放射訓練などを行っている。

　油槽所別数量表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在） 

－ ３００ －

消
　
　
防
（
３
防
災
対
策
）

計１１階以上１０階９階８階７階６階５階４階

６，６５４２４３１５５１４１２７５３５６５７２１，９６５２，９４７

数量（旭）タンク数種　別　 区 分　

３９，８５９１４第一石油類

谷 山 港 一 丁 目 ４８，２３２１４第二石油類

２７，３４６１１第三石油類

５００１第二石油類
浜 町

１，６００２第三石油類

７，３９８，１２７６１第一石油類喜 入

７，５１５，６６４１０３　 合 計　



４　消防団
敢　消防団員の実員及び報酬　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）

柑　消防団員の年齢　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）

桓　消防団員の勤続年数　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）

棺　保有機材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）
水槽付ポンプ自動車３台，ポンプ自動車１８台，団指令車１台，小型動力ポンプ積載
車６４台，ミニ消防車（小型動力ポンプ積込）２台，小型動力ポンプ９台

５　職員・団員の処遇
敢　賞じゅつ金等

　消防吏員及び団員は，消防業務を遂行するに当たって，危険な場面に遭遇してもそ
の任務を遂行しなければならないが，この職務遂行に当たって，後顧の憂いなく，業
務に専念できるようにこの制度が設けられた。職務を遂行したことによって，死亡又
は身体に障害が存することとなった場合にこの賞じゅつ金等を支給する。 

－ ３０１ －

消
　
　
防
（
４
消
防
団
・
５
職
員
・
団
員
の
処
遇
）

報　　酬（年額）実　　員　定　　員　区　分階　級

　８６，３００円１人　１人　団 長
６８，８００１０１０副 団 長
６２，２００７２７４分 団 長
４０，７００７１７１副 分 団 長
３８，７００１１７　１２５　部 長
３７，７００２７７　３０７　班 長
３６，７００９３９　９３３　団 員

１，４８７　　　１，５２１　　　計

上記報酬以外に費用弁償として
１　水火災，警戒，訓練に従事した場合　　　１回につき６，４００円（軽作業３，２００円）
２　分団の庶務従事者　　　　月額３，２００円
３　消防車運転整備従事者　　月額３，０００円

平均年齢６０歳以上５５歳以上
６０歳未満

５０歳以上
５５歳未満

４５歳以上
５０歳未満

４０歳以上
４５歳未満

３５歳以上
４０歳未満

３０歳以上
３５歳未満

２５歳以上
３０歳未満

２０歳以上
２５歳未満

１８歳以上
２０歳未満団員数

４８．８歳３１５２４５１８５１７０１７２１８９１４３５１１５２１，４８７

平均勤続

年　　数
３０年以上２５年以上

３０年未満
２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満

５年以上
１０年未満５年未満団員数

１４．０年１６４１２０１４２１９２２１８３３２３１９１，４８７



（注）①賞じゅつ金支給対象の場合は，見舞金が併給される。
　　　②殉職者特別賞じゅつ金を支給する場合は殉職者及び障害者賞じゅつ金は

　支給しない。

柑　団員の退職報償金

　国の定める基準に従い消防団員退職報償金条例を制定し支給している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２５．４．１現在）

－ ３０２ －

消
　
　
防
（
５
職
員
・
団
員
の
処
遇
）

１，５００万円…　殉 職 者 特 別 賞 じ ゅ つ 金
最低　４５０万円１，１４０万円…最高殉 職 者 賞 じ ゅ つ 金
最低　１８万円　９００万円…最高障 害 者 賞 じ ゅ つ 金

１，５００万円…死 亡 見 舞 金
最低　３６万円１，５００万円以下…障 害 見 舞 金

勤　　　務　　　年　　　数
階　　級

３０年以上２５年以上
３０年未満

２０年以上
２５年未満

１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満

５年以上
１０年未満

９２９，０００円７２９，０００円５４４，０００円４０９，０００円２９４，０００円１８９，０００円団 長

８５９，０００６５９，０００４８４，０００３７９，０００２７９，０００１７９，０００副 団 長

７９９，０００６０９，０００４６３，０００３６３，０００２６８，０００１６９，０００分 団 長

７５９，０００５７４，０００４２８，０００３３８，０００２５３，０００１６４，０００副 分 団 長

６８４，０００５１４，０００３８８，０００３０８，０００２３３，０００１５４，０００部長及び班長

６３９，０００４６９，０００３５９，０００２８４，０００２１４，０００１４４，０００団 員


